
近
世
烏
取
藩
の
宿
駅

中

林

保

は
じ
め
に

近
世
の
街
道
は
東
海
道
・
中
山
道
・
奥
州
道
・
日
光
道
・
甲
州
道
の
五
街
道
を
中
心
に
発
達
し
た
。
と
く
に
参
親
交
代
以
後
各
藩
は
、

そ
の
本
城
所
在
地
と
江
戸
を
結
ぶ
往
還
を
中
心
に
藩
領
内
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
交
通
路
の
整
備
を
お
こ
な
っ
た
。

近
世
鳥
取
藩
領
内
で
は
「
鳥
取
・
駒
帰
間
(
智
頭
街
道
)
、
鳥
取
・
米
子
問
(
伯
岩
田
街
道
)
、
米
子
・
板
井
原
間
(
出
雲
街
道
)
の
大
道

近世鳥取藩の宿駅

筋ハ
1
〉
」
が
主
要
交
通
路
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
但
馬
往
来
(
鳥
取
但
馬
)
・
津
山
往
来

(烏

(
智
頭
|
津
山
H

作
州
道
)
・
若
桜
往
来

取

若

桜

H

播
州
往
来
)
・
鹿
野
往
来
(
鳥
取
l
鹿
野
日
伯
老
日
中
道
)
・
倉
吉
往
来
(
伯
脅
街
道
園
|
倉
吉
)
・
八
橋
往
来
(
倉
吉
八
橋
)

-
日
野
往
来
(
伯
脅
街
道
小
浪
1

多
旦
)
・
境
往
来
(
米
子
境
)
・
法
勝
寺
往
来
(
米
子
法
勝
寺
)
な
ど
の
脇
往
来
が
こ
れ
に
つ
い

だ
。
脇
往
来
は
道
路
幅
も
狭
く
、
そ
の
う
え
屈
曲
や
傾
斜
が
多
く
河
川
に
は
橋
の
か
か
ら
ぬ
所
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
大
道
筋

や
脇
往
来
に
は
宿
駅
が
設
け
ら
れ
宿
場
町
が
形
成
さ
れ
た
。

145 

東
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
五
街
道
な
ど
主
要
街
道
の
宿
駅
制
度
や
宿
場
町
に
関
す
る
先
学
の
研
究
は
多
い
が
、
脇
街
道
の
そ
れ
は
少
な



146 

ぃ
。
本
稿
で
は
、
参
観
交
代
で
も
一
藩
主
し
か
通
行
し
な
い
よ
う
な
脇
街
道
、

と
く
に
鳥
取
藩
の
宿
駅
制
度
と
「
智
頭
街
道
」
・
「
出
雲
街

道
」
の
宿
場
町
に
つ
い
て
論
考
を
進
め
た
い
。
な
お
十
分
な
史
料
が
得
ら
れ
ず
、
宿
駅
制
度
に
つ
い
て
は
『
鳥
取
藩
史
』
、
宿
場
町
に
つ

い
て
は
「
町
地
図
」
・
「
地
続
図
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

宿駅と伝馬数

一
、
宿
駅
制
度

Iz.ù，~ 4.. '1 AImr.rh:'1 A l..:;-Ã-~ A I ぅ 1"，. Jr;J. ..， IW務~~往来|覚永 ~~I慶安叫承応 ~I万戸~~I享保 7|『因幡志』
街道『駄賃表JIr達JI明暦元|元禄151C文久2)1伝馬数
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近世鳥取藩領の

往来
寛H駄永賃表14」度「達安」1 4 承明匹応、元4 元一禄禄14 享(文保久27) 『『伝藩因幡馬志史数』』街道 JG1~n5 

智 烏 取

鳥T増取 20 

釜口
用 瀬 用 瀬 18 

智 頭 智 頭 22 

駒帰 自骨 1帝 9 

頭 野 原 5 

若 下船岡

高下
安 井 3 

桜
若 桜 4 

但 細川

正"王s 本

町浦留 5 
，馬
岩井湯村 湯 村 12 

雨 宮ノ下

I竜 栃本

鹿 野 坂 lfrf 坂

吉岡 j易 村

野 鹿 !ff 志加奴

母 木 母 木 13 
{白

湯 キす

青- 屋 芦 崎

I自 泊 13 

橋津 湊
巻 長瀬 長 瀬 11 

第 1表
宿
駅
制
度
の
成
立

鳥
取
藩
で
は
宿
駅
を
「
宿
場
・
馬
次
・
又
単
に
宿
?
と
と
よ
ん
だ
。

近
世
鳥
取
落
の
宿
駅
に
関
す
る
史
料
は
寛
、
氷
十
四
年
(
一
六
三
七
)
六
月
朔
日
の
「
因
幡
伯
脅
駄
賃
銀
宿
賃
書
付
L

が
初
見
で
あ
る
。

参
観
交
代
が
制
度
化
さ
れ
る
の
は
寛
永
十
二
年
(
一
六
三
五
)
六
月
二
十
一
日
の
「
武
家
諸
法
度
」
の
改
正
時
で
あ
る
。
鳥
取
藩
主
の
参

親
交
代
は
寛
永
十
二
年
(
一
六
三
五
)
か
ら
文
久
一
一
年

ま
で
の
二
一
一
七
年
間
に
一
七
八
回
に
及
ん
だ
と
い
う
(
3
V

初
代

(
一
八
六
二
)

藩
主
池
田
光
仲
は
寛
永
九
年
(
二
ハ
一
三
一
)
三
歳
で
襲
封
し
た
が
、
初
め
て
領
国
に
入
っ
た
の
は
寛
永
十
八
年
(
一
六
四
一
)
で
十
二
歳
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の
時
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
入
国
は
「
百
日
御
入
湯
御
暇
」
で
正
式
な
も
の
で
な
か
っ
た
。
正
式
な
参
親
交
代
に
よ
る
入
国
は
慶
安

元
年
(
一
六
四
八
)
で
十
九
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
鳥
取
藩
の
宿
駅
は
、
鳥
取
藩
主
の
参
観
交
代
が
始
ま
る
以
前
、

お
そ
ら
く
池
田
光
仲
の
入
部
に
よ
る
近
世
鳥
取
藩
が
成
立

し
た
寛
、
氷
九
年
か
ら
寛
永
十
四
年
の
間
(
一
六
三
二

l
三
七
)
に
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

近
世
鳥
取
藩
領
、
内
の
宿
駅
は
第
一
表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

寛
永
十
四
年
(
一
六
三
七
)
六
月
朔
日
の
「
因
幡
伯
脅
駄
賃
銀
宿
賃
書
付
」
に
は
二
五
の
宿
駅
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
お
も
に
智
頭

街
道
・
伯
者
街
道
・
出
雲
街
道
の
大
道
筋
が
中
心
で
、
鳥
取
と
因
幡
園
内
の
要
地
を
結
ぶ
脇
往
来
が
こ
れ
に
つ
ぐ
。

そ
の
後
慶
安
四
年
(
一
六
五
二
正
月
十
八
日
の
「
達
」
で
、
智
頭
街
道
に
釜
口
・
駒
帰
、
伯
者
街
道
に
橋
津
、
若
桜
往
来
に
高
下
、

但
馬
往
来
に
細
川
、
鹿
野
往
来
に
吉
岡
、
雨
滝
往
来
に
栃
木
、
法
勝
寺
往
来
に
法
勝
寺
の
合
計
八
宿
駅
が
追
加
さ
れ
た
。

承
応
四
年
(
一
六
五
五
)
正
月
十
日
に
は
伯
脅
街
道
の
「
橋
津
、
大
塚
六
里
の
中
間
な
る
長
瀬
村
を
宿
駅
と
し
、
馬
拾
五
疋
を
常
置

(

4

)

」
さ
せ
た
。

元
職
十
四
年
(
一
七

O
一
)
六
月
に
な
る
と
日
野
郡
霞
村
を
宿
駅
と
し
、
翌
十
五
年
二
七

O
一
一
)
一
一
月
に
は
伯
者
街
道
の
下
市
宿
駅

が
経
営
不
振
と
な
り
下
市
・
上
市
・
岡
の
三
村
の
共
同
経
営
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

亭
保
七
年
(
一
七
一
一
一
一
)
七
月
藩
領
内
の
宿
駅
に
「
馬
次
駄
賃
之
事
」
に
つ
い
て
制
札
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
宿
駅
は
四
七
か
所

を
か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
道
筋
脇
・
往
来
筋
の
藩
領
内
の
枢
要
地
に
宿
駅
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

」
の
と
き
以
後
の
宿
駅
の
増
設
・
改
廃
は
三
か
所
で
あ
る
。

そ
の
一
は
、
享
保
十
七
年
(
一
七
三
二
)
伯
脅
街
道
の
大
塚
村
の
宿
駅
が
廃
止
さ
れ
由
良
村
が
新
し
い
宿
駅
と
な
る
。



そ
の
こ
は
、
文
久
二
年
(
一
八
六
一
一
)
松
江
藩
主
の
参
親
交
代
路
が

へ
道
替
と
な
り
天
万
村
が
新
宿
と
な
っ

「
新
出
雲
街
道
」

た。
そ
の
三
は
、
文
久
三
年
ご
八
六
三
)
智
頭
街
道
の
用
瀬
宿
で
継
立
て
鳥
取
に
入
る
場
合
夜
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
袋
河
原
と

河
原
の
両
村
が
問
宿
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
の
宿
駅
の
増
設
改
廃
は
み
ら
れ
な
い
。
鳥
取
藩
の
宿
駅
は
江
戸
時
代
中
期
の
享
保
(
一
七
一
六

i
一
二
六
)

の
こ
ろ
ま
で
に
大

部
分
が
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

旅
宿

鳥
取
・
米
子
・
倉
吉
の
宿
駅
に
は
「
旅
宿
を
置
き
、
定
数
の
伝
馬
・
人
足
を
常
置
(
5
に
さ
せ
た
。

旅
宿
は
「
宿
駅
に
限
り
許
さ
れ
〈
6
〉
」
、
そ
の
ほ
か
の
所
で
は
相
対
任
意
の
宿
泊
で
旅
宿
の
営
業
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

わ
ざ
わ

旅
宿
は
在
方
か
ら
町
に
出
た
者
、
他
藩
か
ら
や
っ
て
来
た
者
が
利
用
し
た
。
し
た
が
っ
て
藩
や
町
の
禍
い
を
ま
ね
く
危
険
性
が
あ
る
と

い
う
の
で
「
旅
宿
の
所
在
宿
泊
の
方
法
・
宿
泊
人
の
改
方
な
ど
、
そ
の
制
定
は
極
め
て
厳
ハ
7
)
」
し
か
っ
た
。

鳥
取
に
お
け
る
旅
宿
は
、
藩
政
期
の
初
め
に
は
鳥
取
へ
の
各
入
口
に
散
在
し
て
い
た
が
、
慶
安
(
一
六
四
八

l
五
二
)
年
中
に
「
宿
屋

近世鳥取藩の宿駅

町
を
定
め
ら
れ
、
川
端
二
丁
目
・
三
一
丁
目
・
四
丁
目
の
三
ケ
町
と
せ
ら
る
。
後
に
は
、
二
丁
目
に
旅
屈
な
く
、
三
丁
目
・
四
丁
目
に
限
ら

れ
る
(
8
に
よ
う
に
な
っ
た
。
宿
屋
町
に
定
め
ら
れ
た
川
端
は
、

城
下
町
の
総
構
え
で
あ
る
袋
川
の
内
側
の
町
屋
に
あ
り
、

智
頭
街
道
・

伯
者
街
道
・
若
桜
往
来
な
ど
の
馬
立
場
に
近
く
旅
客
の
往
来
で
賑
わ
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

の
ち
に
は
川
端
の
宿
屋
町
以
外
の
他
の
所
で
も
宿
屋
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宝
暦
十
三
年
(
一
七
六
三
)
六
月
の
「
町
方
御
法

149 

度
」
に
は
「
古
来
よ
り
旅
人
宿
の
義
、
川
端
三
町
之
内
ニ
御
定
置
、
其
後
他
町
宿
屋
人
別
御
定
被
仰
付

侯ハ
9
〉
」
と
あ
る
。

米
子
の
宿
屋
町
は
東
倉
吉
町
・
西
倉
吉
町
・
片
原
町
(
安
政
四
年
天
神
町
と
改
め
る
)
で
あ
る
。
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東
倉
吉
町
・
西
倉
吉
町
は
伯
岩
田
街
道
が
米
子
の
城
下
に
入
り
大
手
通
り
と
結
ぶ
町
筋
で
あ
る
。
片
原
町
は
賀
茂
川
の
川
口
・
外
堀
に
沿

う
地
域
で
あ
る
。
出
雲
・
松
江
へ
の
渡
海
船
そ
の
他
公
私
の
船
舶
は
片
原
町
が
管
轄
し
て
お
り
、
渡
海
の
者
の
便
を
計
っ
て
宿
屋
町
と
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
白
υ
。

鳥
取
・
米
子
に
次
ぐ
藩
領
内
の
町
で
あ
っ
た
倉
吉
・
八
橋
に
は
「
一
夜
宿
」
・
「
廿
日
宿
」
の
旅
宿
が
許
さ
れ
た
。

一
夜
宿
と
は
、
「
往
来
旅
人
・
六
拾
六
部
順
礼
体
之
者
迄
一
夜
泊
り
者
差
留
申
候
。
尤
、
商
人
等
之
旅
人
も
是
又
二
佼
者
差
留
申
候
、

其
余
ハ
本
宿
屋
江
遣
候
ハ
孔
)
」
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
通
行
人
を
相
手
と
し
た
宿
屋
で
あ
る
。

廿
日
宿
も
、
「
他
国
之
商
人
等
罷
越
逗
留
致
度
申
侯
節
者
、
生
国
宗
旨
相
札
候
て
、

日
数
廿
日
と
相
極
メ
、
宿
屋
よ
り
相
断
、
役
人
共

承
届
侯
上
逗
留
致
セ
申
候
、
尤
、
其
余
ノ
日
数
之
儀
者
、

追
て
相
断
候
得
者
、

其
品
ニ
よ
り
役
人
共
承
届
差
留
市
侯
2
u」
と
あ
り
、
他

固
か
ら
の
商
人
を
旅
客
と
す
る
宿
屋
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
宿
駅
で
営
業
が
許
さ
れ
た
旅
宿
は
ご
夜
宿
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宿
泊
者
は
「
極
め
て
従
々
た
る
も
の
自
己

で
あ
っ
た
。

宿
駅
以
外
の
村
で
は
山
伏
・
虚
無
僧
・
有
名
な
商
人
が
二
伐
の
宿
を
臨
時
に
民
家
に
借
り
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
呉

服
・
小
間
物
な
ど
の
行
商
人
の
民
家
へ
の
宿
泊
は
許
さ
れ
や
す
、
宿
駅
で
宿
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

a-

伝
馬

公
用
の
往
来
・
御
用
状
の
逓
送
な
ど
の
た
め
に
宿
駅
に
は
伝
馬
や
人
足
が
常
備
さ
れ
た
。

伝
馬
や
人
足
は
「
郡
奉
行
の
手
形
、

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
郡
奉
行
宛
の
手
形
を
出
せ
ば
使
用
詰
〉
」
で
き
た
。

こ
の
場
合
、

伝
馬
や
人
足
は
各
村
よ
り
無
償
で
使
用
者
に
提

供
さ
れ
、
そ
の
賃
銭
は
地
方
の
負
担
と
な
り
高
懸
村
遣
中
よ
り
支
払
わ
れ
た
。

一
般
の
私
用
で
往
来
す
る
人
々
や
荷
物
の
運
賃
は
公
定
の
賃
銭
で
相
対
一
雇
用
で
あ
っ
た
。



う
方
法
が
と
ら
れ
た
(
目
。

万
治
三
年
ご
六
六

O
)
以
降
に
な
る
と
手
形
に
よ
る
無
償
の
伝
馬
や
人
足
の
調
達
も
手
形
を
年
貢
に
立
用
し
、
公
定
の
賃
銭
を
支
払

伝
馬
は
藩
領
内
す
べ
て
の
宿
駅
に
配
置
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
伝
馬
の
配
置
さ
れ
た
宿
駅
は
主
と
し
て
往
来
の
頻
繁
な
智
頭
街

道
・
伯
者
街
道
・
出
雲
街
道
で
あ
っ
た
。

伝
馬
が
い
つ
か
ら
配
置
さ
れ
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
頭
数
に
つ
い
て
は
最
初
は
烏
取
・
米
子
・
倉
吉
・
智
頭
・
用
瀬
な
ど
の
主
要
宿

推
移
と
と
も
に
、
伝
馬
の
飼
育
が
困
難
と
な
り
減
馬
や
飼
養
料
の
嘆
願
を
藩
へ
提
出
し
て
い
る
。

駅
に
は
三

O
I四
O
頭
、
そ
の
ほ
か
の
宿
駅
に
は
一

O
I
二
O
頭
が
配
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
宿
駅
と
も
、
時
代
の

い
ま
伝
馬
の
お
か
れ
た
宿
駅
の
村
高
を
伝
馬
数
で
割
っ
て
伝
馬
一
頭
当
り
の
高
を
算
出
し
て
み
た
(
第
二
表
参
照
)
。
数
値
を
街
道
や

近世鳥取藩の宿駅

宿駅毎伝馬1頭当りの高

時駅|間|実保守l広一
鳥取 20 石

智 用瀬 18 248 13.7 

頭 智頭 22 633 28.7 

往
駒帰 9 79 8.7 

野原 5 73 14.6 

来
平均l 16.4 

間:木 13 106 8.2 

イ白 泊 13 84 6.4 I 

長瀬 11 2，023 183.9 I 

番 由良 10 695 69.5 

赤崎 15 742 49.4 

f主7御来屋 12 275 22.9 

淀江 14 1， 130 80.7 

道 米子 16 

平均l 60.1 

溝口 20 489 24.9 
出
二部 13 470 36.1 

二-百E 
根雨 11 243 22.0 

f巧 板井原 14 93 6.6 
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第2表

往
来
ご
と
に
平
均
値
を
算
出
し
て
み
る
と

智
頭
街
道
二
ハ
・
四
石
、
伯
脅
街
道
六

0
・
-
石
、
出
雲
街
道
二
二
・
四
石
と

な
り
、
鳥
取
藩
主
の
参
親
交
代
路
の
智
頭

街
道
の
平
均
値
が
最
も
低
く
、
松
江
滞
主

の
参
親
交
代
路
の
出
雲
街
道
が
こ
れ
に
つ

ぐ
参
観
交
代
が
頻
繁
で
あ
っ
た
東
海
道
の

宿
駅
で
も
普
通
三

O
I五
O
石
と
い
わ
れ
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て
い
る
白
〉
か
ら
、
智
頭
街
道
の
宿
駅
の
一
六
・
四
石
は
か
な
り
低
い
。

そ
の
た
め
か
智
頭
街
道
の
智
頭
宿
・
用
瀬
宿
の
伝
馬
の
減
馬
や
駄
賃
の
値
上
げ
の
願
い
が
し
ば
し
ば
提
出
さ
れ
て
い
る

av

一
、
此
度
智
頭
宿
用
瀬
村
両
所
馬
駅
馬
数
回
拾
弐
疋
之
内
、
御
減
少
奉
願
上
候
処
、
当
子
年
よ
り
辰
年
迄
五
年
之
内
、
拾
疋
御
赦
免
被
為
仰
付
、
両
所

之
困
窮
之
者
共
、
難
有
仕
合
-
一
奉
願
候
。
然
ル
上
は
、
残
ル
三
拾
弐
疋
之
官
同
に
て
、
御
用
御
荷
物
其
外
往
来
荷
物
等
至
迄
、
差
支
無
御
座
様
ニ
、
庄
屋

・
年
寄
・
五
人
組
・
馬
頭
・
馬
持
等
迄
、
急
度
書
付
致
さ
せ
、
銘
々
共
迄
請
取
置
、
其
上
に
て
私
共
よ
り
書
付
差
上
ケ
市
上
候
。
以
上

宝
暦
六
年
子
四
月

日

智
頭
郡
大
庄
屋
智
頭
宿

得
原
久
四
郎

郡
大
庄
屋
用
瀬
村

八
木
新
右
衛
門
⑩ ⑩ 

同

井
上
助
左
衛
門
様

史
料
は
智
頭
宿
用
瀬
宿
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
宿
駅
に
か
ぎ
ら
ず
藩
領
内
の
宿
駅
で
伝
馬
を
維
持
す
る
た
め
し
ば
し
ば
「
借
銀
」

な
ど
の
願
い
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で
各
宿
駅
の
伝
馬
は
そ
の
数
を
減
じ
て
い
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

助
郷

元
和
・
寛
永
(
一
六
一
五

i
四
四
)

ご
ろ
ま
で
の
参
親
交
代
は
戦
場
の
例
に
な
ら
っ
て
自
ら
食
糧
を
携
行
し
荷
物
も
従
者
に
担

わ
せ
た
。
元
職
(
一
六
八
八

1
一
七

O
四
)
ご
ろ
に
な
る
と
華
美
春
修
と
な
り
、
自
ら
荷
物
を
携
え
ず
多
く
の
人
馬
を
宿
駅
を
使
役
す
る

よ
う
に
な
っ
た
臼
)
O

こ
の
た
め
各
宿
駅
に
は
多
量
の
助
郷
が
課
せ
ら
れ
た
。

鳥
取
藩
の
助
郷
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
史
料
し
か
な
く
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
次
の
史
料
を
み
る
と
「
村
送

り
」
・
「
宿
送
り
」
の
助
郷
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
(
君
。

一
、
宿
送
り
・
村
送
り
を
以
相
達
侯
御
用
之
書
状
、
近
比
及
遅
滞
、
或
は
致
紛
失
、
狼
成
儀
も
有
之
候
、
依
之
、
向
後
遂
吟
味
候
問
、
未
々
迄
入
念
相



達
様
ニ
可
被
申
付
候
、
此
以
後
は
御
用
場
へ
乱
都
府
置
、
日
々
之
文
通
其
口
聞
を
付
摺
置
候
一
一
付
、
兼
て
其
旨
可
被
相
心
得
候
、
万
一
及
遅
滞
候
も
の
相

顕
侯
は
、
急
度
曲
事
可
被
申
付
候
。

一
、
村
送
リ
ハ
可
為
伝
役
候
、
明
松
灯
賃
米
は
一
塁
五
合
宛
、
宿
送
り
人
口
北
は
壱
里
壱
升
宛
被
選
候
儀
御
定
法
有
之
候
、
明
松
灯
宿
送
り
は
其
時
之
村

庄
屋
よ
り
手
形
取
置
、
御
年
貢
相
立
可
申
事
。

村
送
り
は
往
来
や
街
道
沿
い
の
各
村
に
課
役
さ
れ
た
も
の
で
、
先
の
村
か
ら
来
る
伝
馬
・
御
用
状
箱
な
ど
に
付
属
し
た
人
足
と
交
替
し

て
次
の
村
へ
送
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
村
送
り
の
課
役
に
徴
用
さ
れ
る
人
々
は
該
当
村
の
人
々
で
あ
っ
た
。

宿
送
り
は
宿
駅
か
ら
宿
駅
へ
継
立
て
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宿
送
り
に
徴
用
さ
れ
る
人
々
も
通
常
は
該
当
宿
駅
の
人
々
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
大
量
の
荷
物
の
運
搬
に
は
一
郷
の
人
々
が
徴
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る

2uo

日
野
郡
宿
駅
公
用
人
馬
定
に
つ
き
申
波
状
控
、
一
筆
申
入
候
。
然
は
左
之
宿
々
只
今
迄
馬
数
御
定
員
数
-
一
不
拘
、
雲
州
様
弁
-
一
母
里
広
瀬
様
共
御
上
下

を
始
メ
、
御
平
用
其
外
諸
国
之
御
用
荷
物
等
付
候
丈
は
、
日
々
継
立
人
足
ハ
御
定
無
之
儀
一
一
付
、
是
又
同
様
継
立
斤
目
重
之
荷
物
ニ
て
運
送
相
成
兼
侯

瑚
ハ
増
人
夫
差
出
し
、
宿
中
ニ
て
人
馬
手
合
不
申
節
ハ
、
郷
中
ニ
て
人
夫
相
雇
、
間
挽
銀
立
宿
中
人
別
弁
-
一
郡
中
一
一
て
相
弁
候
得
共
:
:
:
(
後
略
)

こ
の
ほ
か
「
在
方
請
事
担
」
の
宝
暦
六
年
(
一
七
五
六
)
一
二
月
の
条
の
智
頭
郡
駒
帰
宿

a〉
の
場
合
を
み
て
も
、

智
頭
郡
山
形
郷
の
十

近世鳥取藩の宿駅

六
ケ
村
が
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
鳥
取
藩
の
助
郷
は
近
世
の
「
郷
荘
保
」
の
範
囲
を
対
象
に
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
天
保
三
年
(
一
八
三
二
)
一
一
月
鳥
取
藩
主
が
参
親
交
代
で
鳥
取
へ
帰
城
の
と
き
、
平
福
宿
(
兵
庫
県
佐
用
町
平
福
)
・
小
原

宿
(
岡
山
県
大
原
町
大
原
)

へ
徴
発
さ
れ
た
馬
が
九
十
五
頭
あ
る
。

こ
れ
ら
の
馬
の
徴
発
範
囲
は
因
幡
国
内
だ
け
で
な
く
、
「
泊
り
馬
八

頭
・
長
瀬
馬
七
頭
・
久
米
在
馬
四
頭
・
由
良
馬
六
頭
・
赤
崎
馬
七
頭
・
御
来
屋
馬
七
頭
・
淀
江
馬
七
頭
・
法
勝
寺
馬
六
頭
・
溝
口
馬
五

な
ど
伯
者
国
内
の
馬
五
七
頭
が
徴
発
さ
れ
て
い
る

8
1
し
か
も
そ
れ
ら
の
馬
は
宿
駅
の
伝
馬
だ
け
で
な
く
在
馬
も
含
ま
れ
伯
者
西
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頭」端
の
会
見
郡
・
日
野
郡
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
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人
足
の
徴
用
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
荷
馬
の
徴
発
は
、
当
然
、
そ
れ
に
と
も
な
う
人
足
も
徴
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に

推
定
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
藩
領
内
全
域
か
ら
の
人
馬
の
徴
用
は
組
織
的
な
も
の
で
な
く
、
藩
主
の
参
親
交
代
の
と
き
な
ど
の
よ
う
な
一
時

的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

伝
馬
賃
・
人
足
賃

寛
永
十
四
年
(
一
六
三
七
)
の
「
因
幡
伯
嘗
駄
賃
銀
宿
賃
書
付
」
の
な
か
に
、
駄
賃
は
ご
里
五
分
宛
、
坂
ハ
一
里

六
分
宛
」
と
あ
る
。

こ
の
定
は
寛
文
四
年
(
一
六
六
四
)
八
月
朔
日
の
「
町
方
御
法
度
」
に
も
次
の
も
う
に
み
ら
れ
る
(
君
。

一
、
駄
賃
之
荷
物
、
一
駄
四
拾
貫
目
弁
乗
か
け
の
荷
物
拾
八
貫
之
事
。

一
、
駄
賃
、
一
駄
一
里
ニ
付
て
五
分
、
難
所
は
六
分
宛
の
積
也
、
脇
道
之
輩
も
可
守
此
趣
を
、
荷
物
な
く
し
て
令
乗
者
、

所
ハ
四
分
充
、
通
し
又
は
急
の
時
は
荷
な
し
ニ
乗
と
い
ふ
共
、
一
駄
之
賃
を
と
る
へ
き
事
。

一
、
人
足
之
荷
物
、
壱
人
五
貫
日
を
限
へ
し
、
そ
れ
よ
り
重
荷
物
ハ
持
は
こ
ふ
か
ら
す
、
人
足
賃
ハ
壱
人
一
里
ニ
付
て
銀
弐
分
五
厘
、
難
所
ハ
一
一
一
分
充

た
る
へ
き
事
。

一
、
乗
掛
の
荷
物
、
五
貫
目
迄
ハ
荷
な
し
に
乗
駄
賃
同
前
た
る
へ
し
、
そ
れ
よ
り
お
も
き
荷
物
ハ
本
駄
可
取
立
事
。

一
、
宿
賃
之
事
、
主
人
井
馬
ハ
銀
弐
分
、
下
々
ハ
一
分
宛
た
る
へ
き
事
。

一
、
人
馬
之
賃
、
御
定
之
外
ま
し
銀
を
取
る
も
の
在
之
は
、
可
為
曲
事
之
事
。

一
、
道
筋
其
外
在
々
所
ニ
を
ゐ
て
人
馬
を
つ
か
ひ
侯
儀
、
そ
れ
ぞ
れ
奉
行
手
形
次
第
ニ
無
滞
可
出
之
、
若
手
形
な
く
し
て
つ
か
ふ
輩
あ
ら
ハ
捕
之
来
へ

し
、
違
背
の
旅
ハ
所
々
之
奉
行
へ
可
達
之
事
。

右
可
相
守
此
旨
者
也
。

一
旦
-
一
付
て
コ
一
分
五
庫
、
難

そ
の
後
寛
文
六
年
(
一
六
六
六
)
に
な
る
と
、
隣
国
の
馬
次
駄
賃
銀
の
値
上
で
、
鳥
取
藩
も
「
今
ま
で
定
之
外
、
向
後
一
里
一
駄
ニ
付



而
、
壱
分
ま
し
た
る
べ
く
、
人
足
賃
は
、
前
々
の
こ
と
た
る
べ
き
岳
〉
」
に
改
訂
さ
れ
、

一
里
の
駄
賃
が
六
分
と
な
っ
た
。

伝
馬
賃
・
人
足
賃
の
値
上
は
諸
物
価
の
高
騰
が
そ
の
お
も
な
要
因
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
正
徳
元
年
ご
七
一
一
)
米
一
石
の
値
段
が

五
八
匁
で
あ
っ
た
も
の
が
、
正
徳
一
二
年
(
一
七
二
ニ
)
に
な
る
と
二
一
一
匁
に
値
上
り
し
た
蔀
〉
O

そ
れ
を
反
映
し
て
駄
賃
も

「
諸
色
高

値
に
付
、
:
・
先
年
壱
分
、
去
春
壱
分
、
此
度
又
士
宮
分
上
り
ニ
付
、
都
合
三
分
上
り
自
〉
」
、

一
里
に
つ
き
九
分
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
も
諸
物
価
は
高
騰
を
つ
づ
け
、
伝
馬
賃
・
人
足
賃
も
値
上
げ
と
な
る
。
と
く
に
藩
政
期
末
の
慶
応
元
年
(
一

八
六
五
)

tこ

は
「
近
年
来
年
々
売
荷
少
グ
御
用
荷
多
グ
、
且
諸
通
行
繁
グ
相
成
、
殊
ニ
諸
色
高
値
-
一
而
、
馬
座
方
井
助
郷
村
々
ト
モ
致
難
渋
侯
趣
一
一

付
、
当
丑
年
ヨ
リ
来
ル
己
年
迄
五
ヶ
年
問
、
御
用
荷
始
メ
御
家
中
通
行
ノ
節
者
、
右
人
馬
賃
御
定
ノ
外
十
割
増
シ
被
仰
付
候
事
〈
お
よ

と

み
ら
れ
る
。

宿
場
町

智
頭
街
道

『
因
府
録
』
に
、
鳥
取
藩
主
が
「
江
戸
参
府
の
節
は
、
御
用
人
壱
人
・
御
勤
役
壱
人
、
智
頭
迄
御
送
り
御
迎
に
罷
出
る
。

近|止鳥取藩の宿駅

:
:
:
御
帰
国
の
節
御
迎
の
事
ハ
、
智
頭
の
御
茶
屋
へ
御
用
人
御
勤
役
御
奏
者
、
叶
茶
屋
ま
で
御
目
付
、
瓦
町
迄
御
徒
頭
、
御
八
人
下
の
渡

し
向
迄
、
御
中
小
姓
下
の
渡
し
手
前
迄
罷
出
る
。
御
供
の
御
用
人
御
勤
役
は
御
茶
屋
に
て
御
待
受
仕
る
。
翌
朝
御
先
え
罷
帰
り
、
御
城
に

て
御
待
受
仕
る
也

auo」
と
あ
る
。

鳥
取
用
瀬
宿
|
智
頭
宿
駒
帰
宿
志
戸
坂
峠
(
五
三
二
メ
ー
ト
ル
)
と
つ
な
ぐ
鳥
取
藩
主
の
参
親
交
代
の
街
道
が
「
智
頭
街
道
」

で
あ
る
。
志
戸
坂
峠
か
ら
先
は
美
作
小
原
宿
|
播
磨
平
福
宿
|
姫
路
と
つ
づ
き
「
因
幡
街
道
」
と
よ
ば
れ
る
。
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用
瀬
宿

用
瀬
宿
は
、
鳥
取
本
城
か
ら
千
代
川
沿
い
に
南
へ
四
里
二
一
町
二
六
間
(
約
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
、
千
代
川
の
支
流
佐
治
川
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ム
ル
ニ
、

ク

サ

ギ

ソ

ト

ヲ

カ

ゲ

U
J

シ

タ

フ

ノ

ヲ

νν
グ

ウ

カ

グ

ラ

ヲ

ヒ

ト

コ

ラ

エ

草
木
・
採
尾
・
景
石
・
塔
尾
・
新
宮
・
神
楽
尾
ノ
域
共
、
一
除
モ
セ
ズ
ハ
却
〉
」
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、

こ
の
こ
ろ

の
城
主
や

用
瀬
集
落
の
よ
う
す
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
は
っ
き
り
し
な
い
。

れ
る
ο
用
瀬
が
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
て
き
た
の
は
、
天
正
八
年
(
一
五
八

O
)
磯
部
兵
部
大
輔
が
三
千
石
で
景
石
城
主
に
な
っ
て
か
ら
と
い
わ

磯
部
氏
は
、
用
瀬
の
町
の
「
道
の
中
央
に
小
川
を
作
る
。
道
を
下
町
と
下
二
丁
目
と
の
境
、
上
一
一
丁
目
と
上
町
と
の
境
に
曲
り
(
析

形
)
な
ど
を
作
り
、
下
町
の
は
ず
れ
に
刑
場
を
作
る
自
に
な
ど
、
城
下
町
と
し
て
の
形
態
を
整
え
て
い
っ
た
。

近
世
の
用
瀬
は
「
町
の
長
八
町
、
街
道
の
正
中
に
小
川
通
り
て
町
並
奇
麗
に
軒
を
な
ら
ぶ
、
毎
月
六
度
二
・
七
ノ
日
用
瀬
市
と
て
郡
中
の

人
集
り
諸
物
を
交
易
す
繁
昌
(
き
」
の
谷
口
集
落
で
、
伝
馬
十
八
疋
・
御
徒
士
目
付
の
在
番
す
る
御
茶
屋
な
ど
が
お
か
れ
た
宿
場
で
あ
る
。

用
瀬
宿
の
宿
場
機
構
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
駅
伝
の
中
心
機
関
で
あ
る
駅
問
屋
は
、
筆
太
な
「
用
瀬
宿

問
屋
」
の
ち
ょ
う
ち
ん
を
軒
下
に
ぶ
ら
さ
げ
て
、

足
や
伝
馬
の
指
図
を
し
た
「
馬
指
」
・
「
馬
頭
」
、
「
馬
持
」
な
ど
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

党
一
、
当
四
月
二
日
夜
酉
ノ
中
刻
、
用
瀬
出
大
、
翌
三
日
之
朝
卯
上
刻
消
留
申
候
。

一
、
竃
数
合
百
五
拾
三
軒

肉日弐
軒
壱
軒
弐
軒
壱
軒

近世鳥取藩の宿駅157 

旧
町
役
場
付
近
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
次
の
史
料
(
苦
か
ら
問
屋
で
人

大
庄
屋
手
代

庄
屋
年
寄
馬
頭
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安外残三八四弐拾〆壱壱
永ニる拾軒軒軒弐 軒軒
八寺八五 軒諮
年 拾軒馬医禅 役二馬
亥真四 持師門諸人人指
五言軒商 職八者
月正売 人~汗
党御人
目寺百
、本姓
堂
井
庫
裏

撞
楼
凶λ
主

共
焼
失

浄
土
耳ミ

大
善
ァレ
寸J

i委
r~ 
斗
焼
失智

頭
郡
用
瀬
宿
庄
屋

治
郎
兵
衛

大
庄
屋

佐
々
木
又
兵
衛
殿

安
永
八
年
(
一
七
七
九
)
四
月
二
日
の
用
瀬
宿
の
大
火
で
の
焼
失
家
屋
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
寛
政
四
年
(
一
七
九
三
)
の
用
瀬

宿
の
家
数
は
二
八
八
軒
で
あ
る
の
で
、
こ
の
大
火
で
町
の
半
数
以
上
が
焼
失
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
焼
失
家
屋
の
な
か
に
馬
頭
・
馬
持
・

馬
持
の
家
が
十
軒
あ
る
。
用
瀬
宿
の
伝
馬
は
十
八
疋
で
あ
る
の
で
、
と
く
に
「
馬
持

八
軒
」
は
、
馬
持
の
家
の
ほ
と
ん
ど
全
部
、
が
焼
失

し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

用
瀬
宿
の
御
茶
屋
は
藩
主
が
参
加
凱
交
代
の
と
き
の
休
憩
所
に
供
さ
れ
た
。

御
茶
屋
は
、
現
在
の
用
瀬
郵
便
局
の
付
近
で
、
参
加
制
交
代
路
で
あ
る
智
頭
街
道
(
上
方
往
来
)
と
佐
治
谷
へ
の
佐
治
往
還
の
分
岐
点
に
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1
1
1
1
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j凡例
・商家大大工

ア空屋 ii!li酒屋

シ塩屋コ米屋

ザ雑貨屋タ畳屋

イ石室オ tm 屋
カ鍛治屋ス jえ屋

山小川

第2図智頭宿全図
天保14年「智頭宿全図JIF智頭町の古文書』所収の地図を原図として作成。

位
置
し
た
。
御
茶
屋
の
屋
敷
は
、
東
を
街
道
、
南

を
御
茶
屋
小
路
(
佐
治
往
還
)
、
西
を
幅
七
尺
(
約

一
一
メ
ー
ト
ル
)
の
鷹
狩
用
水
路
、
北
を
溝
で
限
ら

れ
た
約
六
二
七
坪
(
約
二
、

O
六
九
平
方
メ

l

ト
ル
)
の
広
さ
が
あ
る
。
御
茶
屋
に
は
、
藩
主
の

休
憩
室
に
あ
て
ら
れ
る
御
居
間

(
八
畳
)
・
御
次

間
(
八
畳
)
・
御
コ
一
の
問
(
一
二
畳
)
・
広
間
(
一
一

二
畳
)
・
湯
殿
(
五
畳
)
と
そ
れ
に
付
属
す
る
部

屋
が
あ
り
、
そ
の
棟
に
つ
づ
い
て
家
臣
の
控
の
部

屋
が
あ
っ
た
。

用
瀬
の
御
茶
屋
の
屋
敷
内
に
は
山
奉
行
屋
敷

十
九
疋
を
収
容
で
き
る
馬
小
屋
な
ど
も
設
け
ら
れ

て
い
た
。

智
頭
宿

智
頭
宿
は
、
千
代
川
上
流
で
そ
の
支

流
の
土
師
川
が
合
す
る
合
流
点
に
位
置
し
、
鳥
取

藩
主
の
参
親
交
代
路
で
鳥
取
藩
領
内
最
大
の
宿
場

注

町
で
あ
る
。
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智
頭
は
、
『
日
本
後
紀
』
の
大
同
三
年
(
入

O
八
)
に
「
智
頭
郡
道
俣
駅
」
、
因
幡
国
司
平
時
範
の
日
記
『
時
範
記
』
の
承
徳
三
年
(
一

O
九
九
)
に
「
智
頭
郡
駅
家
」
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
代
か
ら
の
宿
駅
で
あ
る
。

藩
政
期
の
智
頭
宿
を
『
因
幡
志
』
は
「
鳥
取
城
本
よ
り
七
里
三
町
四
十
四
間
上
方
街
道
の
本
駅
な
り
。
二
筋
町
に
て
下
の
口
よ
り
左
東

へ
一
町
醐
柏
、

其
よ
り
南
へ
二
町
立
小
路
日
明
有
て
街
道
に
小
川
を
通
す
上
方
道
に
て
是
よ
り
東
南
美
作
の
国
境
人
見
峠
(
駒
還
坂
)
に

至
る
三
里
五
町
五
問
也
。
又
裏
小
路
を
新
町
と
云
、
下
の
口
を
直
に
一
町
右
南
に
曲
れ
ば
智
頭
川
あ
り
、
其
に
架
れ
る
土
橋
を
備
前
橋
と

云
橋
の
向
を
河
原
町
と
云
、
之
よ
り
南
土
師
谷
通
り
作
州
津
山
街
道
に
て
黒
尾
峠
世
話
坂
に
至
る
二
里
廿
四
町
五
十
四
間
也
。
当
所
古
名
下

市
場
な
り
、
上
に
在
る
を
上
市
場
と
云
ふ
。
黒
木
其
上
に
在
り
又
其
上
を
滝
川
合
口
、
と
云
ふ
、
皆
上
方
街
道
也
。
妙
法
寺
は
古
寺
号
に
て
上

市
場
東
の
山
上
に
廃
跡
あ
り
。
山
崎
村
は
今
河
原
町
と
云
ふ
也
。
日
定
地
自
智
頭
宿
に
属
し
て
近
代
下
市
場
の
名
を
失
す
る
も
偏
に
繁
昌
の
至

り
と
謂
つ
ベ
し
詰
〉
」
と
記
し
て
い
る
。

天
保
十
四
年
(
一
八
四
一
二
)
の
「
智
頭
宿
全
図
」
を
み
る
と
、
智
頭
宿
の
街
路
は
宿
場
鳥
取
側
の
入
口
で
直
角
に
曲
げ
ら
れ
桝
形
状
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
播
磨
側
の
入
口
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
み
ら
れ
ず
、
鳥
取
側
の
入
口
の
桝
形
状
街
道
も
計
画
的
に
お
こ
な
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
。

宿
場
の
メ
イ

γ
ス
ト
リ
ー
ト
の
街
路
は
中
央
に
伝
馬
の
飲
料
水
の
便
を
は
か
る
た
め
の
水
路
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
水
路
は
明
治
十
五
年

(
一
八
八
一
一
)
街
路
の
両
側
の
水
路
に
改
修
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

智
頭
宿
に
お
け
る
駅
伝
の
中
枢
機
関
で
あ
る
「
馬
圧
屋
」
・
「
馬
問
屋
」
・
「
馬
拍
」
な
ど
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
馬
問
屋
は
宿
場

あ
た

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
西
端
辺
り
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
馬
庄
屋
・
馬
問
屋
な
ど
は
宿
庄
屋
な
ど
の
宿
場
役
人
が

兼
ね
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。



建
物
は
東
側
、
が
こ
わ
苦
、
西
側
が
瓦
葺
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

智
頭
宿
の
本
陣
は
、
智
頭
街
道
(
上
方
往
来
)
側
を
表
、
津
山
往
来
側
を
裏
と
し
て
、
現
在
の
智
頭
町
中
町
に
広
い
屋
敷
跡
が
あ
る
。

天
保
八
年
二
八
三
七
)
の
「
智
頭
宿
御
茶
屋
平
面
図
」
を
み
る
と
、
本
陣
に
は
居
間
(
十
二
畳
)
・
二
ノ
間
(
十
二
畳
)
・
三
ノ
間

(
十
二
畳
)
・
広
間
(
三
十
畳
)
・
玄
関
(
十
二
畳
)
・
御
膳
部
屋
(
四
・
五
畳
)
・
御
坊
主
部
屋
(
十
畳
)
、
そ
の
ほ
か
に
御
小
姓
部
屋
・
御

近世鳥取藩の宿駅161 

小
姓
間
入
な
ど
が
あ
る

avo

本
陣
は
藩
主
の
参
親
交
代
の
と
き
に
は
前
も
っ
て
畳
・
障
子
・
壁
な
ど
の
張
替
え
や
大
掃
除
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
大
掃
除
は
近
隣
の
村

人
が
課
役
と
し
て
動
員
さ
れ
た
。

智頭宿の職業別戸数

比¥:1上町i下町|中一l計
屋号のある家 20 25 31 24 100 

塩 屋 2 1 1 4 

雑 貨 屋 3 1 4 

炭 屋 1 1 

酒・油屋 2 1 3 

米 屋 1 1 

醤 油 屋 1 1 

大 工 2 1 4 

石 屋 1 1 

畳 屋 1 1 2 

桶 屋 l 1 1 3 

出甘 屋 1 1 

左 ，目~ 1 

鍛 治 屋 2 2 

筏 屋 1 1 2 

首字付家 1 1 2 

医 師 1 2 3 

屋字号・ 15 14 8 11 48 苗のない家

計 183 

第3表

(注) 天保14年「智頭宿全図JW智頭町の古文書』
などから推定分類。

屋号のある家とは屋号はついているが職種が

分類できないもの。他は屋号などで職種を分

類したもの。

村
人
は
や
っ
て
来
た
谷
々
ご
と
に

山
田
谷
・
木
屋
・
柳
屋
な
ど
に
分

宿
し
て
仕
事
に
あ
た
っ
た
。
智
頭

の宿
土の
蔵家
な々
どで
にも
移
り家
、族

家の
を者
空tが
に裏

し
て
参
親
交
代
の
宿
泊
所
に
当
て

た
と
い
う

av

天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
)
の

「
智
頭
宿
全
図
」
に
か
か
れ
て
い

る
智
頭
宿
の
戸
数
は
、
上
町
四

O
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一
戸
・
下
町
五

O
戸
、
中
町
(
新
横
町
)
五
一
戸
・
河
一
原
町
田
二
戸
の
合
計
一
八
三
戸
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
家
に
は
居
住
者
や
屋
号
な
ど

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
各
家
の
屋
号
を
も
と
に
分
類
を
お
こ
な
っ
た
の
が
第
三
表
で
あ
る
。

屋
号
や
苗
字
の
記
名
の
な
い
も
の
が
全
体
の
二
六
%
で
、
残
り
の
七
固
形
の
ほ
と
ん
ど
は
商
工
業
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
塩
屋
・
雑
貨
屋
・
大
工
・
桶
屋
な
ど
職
種
の
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
く
、
屋
号
だ
け
が
記
さ
れ
た
も
の
が
全
体
の
五
五
屈
を
占

め
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
商
家
で
あ
ろ
う
。

美
作
小
原
と
播
磨
平
福

美
作
小
原
は
岡
山
県
大
原
町
大
原
で
あ
る
。
大
原
は
、
吉
野
川
の
上
流
東
粟
倉
と
西
粟
倉
の
両
谷
の
交
会
点
に

位
置
し
、
古
町
・
中
町
・
下
町
に
分
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
の
古
町
は
か
つ
て
小
原
と
よ
ば
れ
鳥
取
藩
の
本
陣
・
協
本
陣
の
お
か
れ
た
宿
場

町
で
あ
る
。

し

も

か

み

明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
の
「
古
町
地
図
」
を
み
る
と
、
古
町
の
下
の
入
口
(
姫
路
側
)
と
上
の
入
口
(
鳥
取
側
)
に
土
塁
が
設
け
ら

し
も

れ
て
い
る
。
土
星
は
、
下
の
入
口
の
道
の
右
側
(
東
側
)
の
も
の
が
縦
一
間
八
分
・
横
五
間
半
、
左
側
(
西
側
)
の
も
の
が
縦
一
間
八
分

か

a

-
横
コ
一
間
半
、
上
の
入
口
の
道
の
右
側
(
東
側
)
の
も
の
が
縦
一
間
八
分
・
横
五
問
、
左
側
の
も
の
が
統
一
間
八
分
・
横
三
間
で
あ
る
。

鳥
取
藩
主
が
宿
泊
中
は
こ
の
土
塁
の
上
に
「
因
幡
中
将
様
御
宿
」
の
立
札
を
立
て
た
と
い
う
。

小
原
宿
は
、
下
の
土
塁
か
ら
上
の
土
塁
ま
で
の
聞
が
二
六
一
間
九
合
(
約
四
七
四
メ
ー
ト
ル
)
あ
り
、
こ
の
間
の
街
路
の
東
側
に
三

。
、
西
側
に
三
三
、
合
計
六
三
の
屋
敷
が
割
ら
れ
て
い
る
。

か
zo

し
も

街
路
は
一
筋
で
直
線
的
で
あ
る
が
、
幅
員
は
上
・
下
の
土
塁
付
近
が
二
間
二
間
半
で
あ
る
の
に
対
し
、
宿
場
中
央
付
近
は
三
間
半
と
や

や
広
く
な
っ
て
い
る
。

鳥
取
藩
の
本
陣
は
宿
場
中
央
付
近
の
有
元
民
邸
が
、
脇
本
陣
に
は
湧
元
氏
邸
が
あ
て
ら
れ
た
。



有
元
氏
が
鳥
取
藩
藩
か
ら
本
陣
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
宝
暦
十
一
年
(
一
七
六
二
)

で
、
同
時
に
千
五
百
石
が
給
さ
れ
苗
字
帯
万
が
許
さ

れ
た

(g。

一
般
の
本
陣
は
各
藩
主
に
対
し
自
由
に
宿
泊
を
認
め
た
が
、
有
元
氏
邸
は
鳥
取
溶
の
専
用
本
陣
で
あ
っ
た
の
で
鳥
取
藩
主
だ
け
の
宿
泊

所
で
あ
っ
た

(g。

六
O
O
)
こ
ろ
か
ら
、
城
下
町
と
し
て
の
形
態
を
と
と
の
え
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。

平
福
宿
は
、
姫
路
城
主
池
田
輝
政
の
家
老
池
田
由
之
が
利
神
山
(
一
二
七
二
メ
ー
ト
ル
)
山
上
の
砦
を
城
郭
に
改
造
し
た
慶
長
五
年
(
一

近世鳥取藩の宿駅

至
姫
路

1土塁

第3図平裾宿・大原古町地図
(注)明治7年「佐用郡平福村地図」
明治5年「大原・古町図」を原
図として作成

163 

し
て
栄
え
た
。

藩
政
期
に
は
城
下
町
と
し
て
よ
り
因
幡
街
道
(
山
陰
側
で
は
「
智
頭
街
道
」
、
山
陽
側
で
は
「
因
幡
街
道
」
と
呼
ぶ
)
最
大
の
宿
場
町
と

か
ま
さ
か

こ
の
こ
ろ
の
里
謡
に
「
大
原
夜
出
て
釜
坂
越
え
て
花
の
平
福
あ
さ
が
け
に
」
と
あ
り
、
ま
た
佐
用
川
を
背
に
並
ぶ
土
蔵
群
の
家
並
は
当
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時
の
繁
栄
ぶ
り
が
し
の
ば
れ
る
。

明
治
七
年
(
一
九
三
二
)
十
一
月
の
「
播
磨
国
佐
用
郡
平
福
村
地
図
」
(
佐
用
町
立
平
福
郷
土
館
蔵
)
を
み
る
と
、
平
福
宿
は
佐
用
川

沿
い
に
南
北
に
走
る
因
幡
街
道
に
沿
っ
た
街
村
で
あ
る
。

し

も

か

み

し

も

か

み

宿
場
に
は
下
の
入
口
の
姫
路
側
に
土
塁
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
上
の
入
口
鳥
取
側
に
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
下
と
上
の
両
入
口

近
く
に
桝
形
が
み
ら
れ
る
が
、
城
下
町
時
代
の
遺
構
で
あ
ろ
う
。

か
ん
き

鳥
取
藩
の
専
用
本
陣
で
あ
っ
た
神
吉
氏
邸
の
屋
敷
跡
は
い
ま
も
平
福
の
下
町
に
あ
る
が
、
邸
宅
は
残
ら
ず
老
松
が
一
本
そ
の
名
残
り
を

と
ど
め
て
い
る
。

出
雲
街
道

『
日
野
郡
史
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
ハ
想
。

慶
長
五
年
堀
尾
忠
晴
氏
松
江
に
封
ぜ
ら
れ
士
口
晴
に
至
り
嗣
な
く
し
て
寛
永
十
年
国
除
せ
ら
る
。
此
年
参
勤
交
代
始
ま
る
。
次
に
京
極
高
次
亦
嘗
な
く

同
十
四
年
封
を
除
か
る
。
同
十
五
年
松
平
直
政
封
ぜ
ら
る
。
其
後
追
々
参
勤
交
代
厳
行
に
付
通
路
も
松
江
よ
り
安
来
、
会
見
郡
山
市
場
を
経
て
日
野
郡

溝
口
に
入
り
、
二
部
よ
り
問
地
峠
を
越
え
中
安
井
(
今
舟
場
と
い
ふ
)
に
て
川
舟
に
渉
り
根
雨
に
着
き
、
夫
よ
り
板
井
原
の
作
州
峠
を
越
え
美
作
真
島

都
新
庄
に
達
す
る
を
便
宜
と
せ
ら
れ
、
寛
文
年
中
二
部
の
足
羽
五
兵
衛
(
出
雲
侯
御
本
陣
宿
)
、
根
雨
の
恩
田
市
郎
左
衛
門
(
大
庄
屋
)
、
緒
形
一
郎
右

衛
門
(
多
里
平
野
よ
り
転
住
の
財
産
家
)
、
板
井
原
の
矢
臼
只
七
左
衛
門
(
庄
屋
後
に
中
庄
屋
)
、
桂
藤
伝
右
衛
門
(
後
に
宗
旨
庄
屋
)
の
諸
氏
の
働
き

。
。
。
。

に
て
間
地
峠
を
修
理
し
、
中
安
井
に
渡
舟
を
造
り
舟
場
と
称
し
、
板
井
原
と
作
州
峠
四
十
曲
を
改
修
し
此
線
路
を
出
雲
街
道
と
公
称
す
る
を
得
、
其
力

に
依
り
前
記
の
人
々
を
出
雲
侯
の
御
本
陣
、
或
は
御
茶
屋
の
亭
主
を
許
さ
れ
た
り
と
云
へ
り
、
さ
れ
ば
足
羽
家
の
御
本
陣
、
緒
形
家
の
御
茶
屋
も
之
た

る
ベ
し
。

鳥
取
藩
領
内
の
松
江
藩
主
の
参
勤
交
代
路
は
米
子
|
溝
口
宿
(
日
野
川
・
川
舟
あ
り
)
|
宇
代
|
二
部
宿
|
問
地
峠
(
四
八

O
メ

l
ト

ル

)
i舟
場
(
日
野
川
・
川
舟
あ
り
)
|
根
雨
宿

i
板
井
原
宿
|
四
十
曲
峠
(
七
七

0
メ
ー
ト
ル
)
|
美
作
新
庄
と
な
る
。
こ
れ
を
「
出
雲



街
道
」
(
上
方
在
来
)
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
コ

l
ス
は
溝
口
・
宇
代
聞
で
日
野
川
を
渡
る
た
め
、

日
野
川
が
洪
水
の
と
き
川
舟
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
理
由
で
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
米
子
天
万
村
l
二
部
宿
の
新
し
い
出
雲
街
道
に
道
替
え
と
な
っ
た
。

溝
口
宿
と
ニ
部
宿

溝
口
宿
は
、

日
野
川
が
米
子
平
野
に
出
る
谷
口
で
、
伯
書
大
山
(
一
七
七
二
メ
ー
ト
ル
)
の
西
の
登
山
口
に
あ
る
。

り
こ
こ
に
専
用
茶
屋
を
お
い
て
い
た
。
渡
舟
場
は
鳥
取
藩
か
ら
渡
守
へ
年
に

「
米
四
石
八
斗
」
(
天
保
十
一
年
)
日
野
川
の
渡
舟
場
で
も
、
あ

藩
政
期
の
溝
口
宿
の
戸
数
は
一
三

O
軒
で
伝
馬
二

O
疋
(
安
政
末
年
)
が
お
か
れ
て
い
た
。
松
江
藩
は
、

が
給
さ
れ
て
い
た
藩
営

の
渡
舟
場
と
私
営
の
渡
舟
場
が
あ
っ
た
。
松
江
藩
の
専
用
茶
屋
は
前
者
の
場
所
に
近
く
「
七
里
茶
屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

近世鳥取藩の宿駅

(
東
下
屋
敷
)

二部小学校

、市吊，/J、 )11 

( )コアザ

凡例

仁コ屋敷

小
谷
尻
)
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第4図二部宿地図
(注) 明治23年，溝口町二部の地籍図を
原図として作成。切図合成のため縮
尺不同

松
江
藩
は
藩
主
の
参
観
交
代
路
の
七
里
ご
と
に
茶
屋
を
設
け
て
い
た
こ
と
か
ら
「
七
里
茶
屋
」
の
名
称
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
ま
た
茶
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屋
の
番
人
は
背
に
円
径
四
寸
位
の
紋
付
を
着
用
し
て
い
た
の
で
里
人
は
「
お
七
里
様
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
(
想
。

近
世
松
江
藩
が
江
戸
と
松
江
の
聞
に
「
七
里
飛
脚
」
の
制
度
を
設
け
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
松
江
藩
の
七
里
飛
脚

に
つ
い
て
、
文
政
元
年
(
一
八
一
八
)

の
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
ハ
想
。

雲
州
様
御
用
留

一
、
(
前
略
)
、
雇
七
里
飛
脚
之
者
託
金
壱
疋
、
御
献
上
物
日
一
金
百
疋
、
是
又
被
下
置
頂
載
仕
候
@
附
り
、
雇
七
里
飛
脚
之
者
御
上
リ
之
節
ハ
継
合
新
庄

迄
、
御
下
り
之
節
ハ
継
合
勝
間
田
迄
、
前
日
御
合
印
之
羽
織
為
着
口
口
口
ニ
而
出
迎
申
候
。

一
、
七
里
飛
脚
ハ
始
而
御
本
陣
被
仰
付
侯
節
よ
り
、
壱
ヶ
年
銀
壱
〆
匁
三
向
請
負
、
継
立
来
候
事
ニ
御
座
候
之
ハ
、
御
飛
脚
出
張
無
御
座
候
。

史
料
に
よ
る
と
松
江
藩
の
七
里
飛
脚
は
、
年
銀
一
貫
匁
で
本
陣
が
請
負
い
、
藩
主
の
通
行
の
と
き
に
は
印
の
は
い
っ
た
羽
織
を
着
て
前

の
宿
ま
で
出
迎
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

溝
口
宿
に
お
い
て
も
専
用
茶
屋
が
七
里
飛
脚
を
請
負
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
「
七
里
茶
屋
」
の
名
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
部
宿
は
日
野
川
の
支
流
野
上
川
の
中
流
に
あ
る
。

藩
政
期
の
二
部
宿
の
戸
数
は
二
二
戸
で
、
伝
馬
十
三
疋
(
安
政
末
年
)
。

松
江
務
の
専
用
茶
屋
が
お
か
れ
た
宿
場
町
で
あ
っ
た
。

宿

場
に
は
宿
屋
四
軒
・
茶
宿
三
軒
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

松
江
藩
の
専
用
茶
屋
は
、
専
任
の
番
人
を
お
く
ほ
ど
の
規
模
で
な
か
っ
た
の
で
、
三
部
郷
の
大
庄
屋
で
あ
る
足
羽
氏
邸
が
あ
て
ら
れ

た
。
『
伯
書
志
』
は
、
足
羽
氏
に
つ
い
て
「
寛
永
年
中
雲
州
侯
受
封
に
及
て
、
又
参
勤
の
旅
館
に
供
す
。
是
よ
り
後
世
に
絶
す
今
に
至
る

ま
で
雲
州
侯
よ
り
五
人
口
を
賜
ふ

au」
と
記
し
て
お
り
、
松
江
薄
か
ら
藤
を
拝
領
す
る
専
用
茶
屋
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る



鳥
取
藩
の
「
在
方
諸
事
担
」
の
宝
暦
六
年
(
一
七
五
六
)
四
月
三
日
の
条
に
は
「
日
野
郡
二
部
宿

助
入
、
右
、
雲
州
本
陣
代
々
相

務
、
其
上
家
柄
之
者
ニ
付
、
此
己
後
名
字
帯
万
免
被
成
侯
。
間
無
違
可
相
勤
候
。
以
上
。
」
と
あ
る

av

明
治
二
十
三
年
の
二
部
宿
の
地
籍
図
を
み
る
と
、
二
部
は
出
雲
街
道
に
沿
う
一
筋
町
で
あ
る
。
宿
場
の
中
央
付
近
に
松
江
藩
の
専
用
茶

屋
で
あ
っ
た
足
羽
氏
邸
跡
が
あ
り
、
そ
の
付
近
の
街
路
が
や
や
広
く
な
っ
て
い
る
。
宿
場
の
出
入
口
に
は
土
塁
ぞ
桝
形
は
み
ら
れ
ず
、

此
の
端
(
南
側
)
の
道
路
の
分
岐
点
に
、
大
坂
商
人
近
江
屋
市
次
郎
が
建
て
た
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
の
「
右
び
ん
ご
、
左
大
さ
か
」

の
道
擦
が
あ
る
。

根
雨
宿

根
雨
宿
は
、

日
野
川
の
中
流
に
あ
り
、

出
雲
街
道
と
奥
日
野
・
備
後
へ
の
「
備
後
往
来
」
の
分
岐
点
に
あ
る
交
通
上
の
要
地

で
あ
る
。

藩
政
期
の
根
雨
宿
の
家
数
は
一
六
二
軒
(
安
政
末
年
)
で
、
伝
馬
十
一
頭
・
松
江
藩
の
茶
屋
が
お
か
れ
た
宿
場
町
で
あ
る
。
天
保
十
一

近世鳥取藩の宿駅

敷

)11 

至米子

凡例

(
加
み
江
ノ
木
)

167 

第5図根雨地図
(注) 天保11年「根雨地図」を原図
として作成。
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年
(
一
八
四
O
)

の
「
根
雨
地
図
」
を
み
る
と
根
雨
宿
も
出
雲
街
道
に
沿
っ
た
一
筋
町
で
あ
る
。
宿
場
を
走
る
街
路
に
は
宿
場
の
下
の

か
み

入
口
(
北
側
)
に
桝
形
が
み
ら
れ
、
小
字
「
加
み
江
ノ
木
」
と
「
屋
敷
」
の
字
界
は
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
。
上
の
入
口

(
南
側
)
に
は

は
っ
き
り
し
た
桝
形
は
み
ら
れ
な
い
が
、
街
路
が
舌
状
山
地
の
先
端
を
迂
回
し
て
曲
っ
て
い
る
た
め
自
然
の
桝
形
状
街
路
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
桝
形
は
宿
場
町
形
成
の
と
き
に
意
図
的
に
設
け
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
お
そ
ら
く
自
然

に
で
き
あ
が
っ
た
桝
形
で
あ
ろ
う
。

「
根
雨
地
図
」
に
か
か
れ
て
い
る
家
数
を
数
え
る
と
一
一
一
五
軒
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
七
三
一
括
(
九
一
軒
)

は
字
「
屋
敷
」
・
「
ヤ
シ

キ
小
路
上
ミ
」
に
集
中
し
て
い
る
。
「
屋
敷
」
に
は
松
江
藩
の
茶
屋
が
あ
り
、
そ
し
て
安
永
(
一
七
七
二

l
八
一
)
年
中
ご
ろ
か
ら
「
二

十
余
軒
の
厩
を
設
置
し
、
出
雲
侯
通
行
の
便
に
供
す
る
お
と
な
ど
、
宿
場
の
中
心
地
域
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
の
藩
政
期
の
根
雨

宿
の
よ
う
す
を
知
る
手
掛
り
と
な
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)

の
「
根
雨
宿
職
業
別
戸
数

au」
を
み
る
と
、

商
家
が
七
O
軒
で
一
番
多
く
、

は
た
ご
や
十
三
軒
、

か
ご
か
き
七
軒
・
飛
脚
四
軒
・
馬
方
四
軒
・
茶
屋
渡
世
五
軒
な
ど
交
通
関
係
の
も
の

が
こ
れ
に
つ
い
で
多
く
、
宿
場
町
の
繁
栄
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

松
江
藩
の
茶
屋
の
経
営
は
、
大
圧
屋
恩
日
市
郎
左
衛
門
・
緒
形
一
郎
右
衛
門
と
か
わ
り
、
安
永
(
一
七
七
二
O
|
八
一
一
)
年
中
梅
林
家

に
移
っ
た
。
梅
林
家
は
茶
屋
の
経
営
に
よ
り
松
江
藩
か
ら
苗
字
帯
刀
が
許
さ
れ
五
人
扶
持
が
給
さ
れ
た
お
〉
と
い
う
。

し
か
し
、

松
江
藩

の
茶
屋
は
い
ま
は
な
く
、
そ
の
門
だ
け
が
か
つ
て
の
茶
屋
の
位
置
か
ら
南
へ
約
五

0
メ
ー
ト
ル
の
所
に
移
さ
れ
て
残
っ
て
い
る
。

天
万
宿

天
万
宿
は
日
野
川
の
支
流
法
勝
寺
川
の
流
域
に
あ
る
。

天
万
宿
が
出
雲
街
道
の
新
宿
に
指
定
さ
れ
た
の
は
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
新
宿
の
指
定
は
従
来
の
米
子
|
溝

口
宿
二
部
宿
の
出
雲
街
道
を
米
子
|
天
万
宿
|
二
部
宿
へ
「
御
替
道
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
御
替
道
の
理
由
は
「
天
万
新



駅
設
置
に
つ
き
申
波
状
控
品
〉
」
に
「
雲
州
様
・
広
瀬
様
共
、
江
戸
御
上
下
之
節
、
往
古
よ
り
溝
口
宿
御
通
行
之
所
、
御
川
支
等
之
瑚
御

不
都
合
有
之
、
弁
ニ
母
里
様
御
家
中
江
戸
・
大
坂
共
東
西
在
返
之
節
、
前
々
よ
り
奥
会
見
郡
法
勝
寺
宿
よ
り
二
部
宿
へ
人
馬
継
立
通
行
有

之
候
所
、
此
筋
は
路
次
難
所
多
不
弁
利
之
次
等
有
之
趣
ヲ
以
、
以
後
奥
会
見
郡
天
万
村
よ
り
二
部
宿
之
御
道
替
被
成
」
と
か
か
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
「
御
替
道
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
出
雲
街
道
の
コ

l
ス
で
あ
る
と
次
の
二
か
所
で
日
野
川
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
洪
水

の
と
き
に
は
川
凶
が
あ
り
不
便
で
あ
る
こ
と
、
他
は
松
江
藩
の
支
藩
母
里
藩
の
参
親
交
代
に
不
便
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

近世鳥取藩の宿駅
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第B図天万村地図
(注) 弘化2年「会見郡天万村田畑地続全図Jを原図と
して作成。

日
野
川
の
渡
舟
場
の
そ
の
一
は
、
会
見
郡
八
幡
村
と

馬
場
村
の
聞
で
あ
る
。
こ
こ
の
川
は
「
広
十
五
間
水
深

五
尺
以
舟
渡
人
洪
水
則
不
可
両
三
日
」
で
あ
る
。
そ
の

二
は
、
濃
口
宿
の
渡
し
で
「
広
三
十
間
深
四
尺
五
寸
以

舟
渡
人
洪
水
則
不
可
渡
一
日
程
告
と
で
あ
る
。

藩
政
期
末
の
安
政
(
一
八
五
四

t
六
O
)
ご
ろ
の
天

万
村
の
戸
数
は
一
二
四
軒
で
あ
る
。
弘
化
二
年
(
一
八

四
五
)

の
「
会
見
郡
天
万
村
田
畑
地
続
全
図
し
を
み
る

と
、
天
万
村
は
北
の
米
子
、
南
の
二
部
宿
、
西
の
母
里

か
ら
の
道
の
交
点
を
中
心
に
発
達
し
た
集
村
で
あ
る
。

土
塁
や
桝
形
は
み
ら
れ
や
す
、
一
二
差
路
に
左
二
部
・
上
方

道
、
右
母
里
・
法
勝
寺
、
慶
応
三
年
の
道
標
が
建
て
ら
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れ
て
い
た
。

文
久
二
年
、
松
江
藩
の
専
用
茶
屋
と
な
っ
た
門
脇
氏
邸
は
三
差
路
の
西
、
法
勝
寺
・
母
皇
道
に
あ
る
。
茶
屋
か
ら
道
の
向
う
側
に
は
厩

跡
と
い
う
所
も
残
る
。
宿
場
を
支
配
し
た
駅
庄
屋
の
都
田
氏
邸
も
法
勝
寺
・
母
里
道
に
面
す
る
。
商
庖
や
旅
宿
は
現
在
は
四

1
五
軒
か
復

原
で
き
な
い
が
、

か
つ
て
は
三
差
路
付
近
に
十
軒
の
宿
屋
や
商
屈
が
集
中
し
て
い
た
と
い
う
。

お
わ
り
に

鳥
取
藩
の
宿
駅
制
度
や
宿
場
町
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
列
挙
す
る
。

宿
場
機
構
を
解
明
す
る
手
掛
り
と
な
る
も
の
は
少
な
い
。

一
般
に
宿
場
の
中
心
機
闘
を
な
す
も
の
が
問
屋
場
で
あ
り
、
そ
こ
で
人
馬

の
指
示
を
す
る
の
が
馬
指
で
あ
る
。
鳥
取
藩
で
の
宿
場
の
中
心
機
関
は
馬
問
屋
・
馬
庄
屋
、

ま
た
用
瀬
宿
で
は
馬
頭
と
よ
ば
れ
伝
馬
を
管

轄
し
て
い
た
。
そ
し
て
伝
馬
は
馬
持
の
と
こ
ろ
で
飼
育
さ
れ
、
馬
指
が
使
用
者
に
割
り
当
て
て
い
た
。
鳥
取
藩
の
本
城
の
あ
る
鳥
取
の

伝
馬
継
立
所
は
棒
鼻
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
馬
庄
屋
の
ほ
か
に
「
馬
宿
あ
り
。
諸
国
よ
り
入
来
る
乗
馬
を
も
収
容
す
る
所
と
す
。
又
馬
医
も

置
か
れ
、
町
中
病
馬
を
治
す
る
外
兼
て
在
中
の
馬
を
も
医
療
8
と
し
た
。

助
郷
は
元
職
ご
六
八
八

i
一
七

O
四
)
以
後
に
設
け
ら
れ
村
送
り
・
宿
送
り
、

さ
ら
に
「
郷
」
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
村

送
り
・
宿
送
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
の
村
や
宿
に
課
せ
ら
れ
た
が
、
「
郷
」
で
徴
用
さ
れ
る
範
囲
は
お
よ
そ
四
里
位
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

藩
主
の
参
観
交
代
の
と
き
は
藩
領
内
の
因
幡
・
伯
者
全
域
に
及
ん
で
い
る
。
鳥
取
藩
領
内
を
通
過
す
る
参
観
交
代
は
鳥
取
藩
主
が
智
頭
街

道
、
松
江
藩
主
が
出
雲
街
道
を
、
原
則
と
し
て
年
に
一
回
利
用
す
る
だ
け
で
あ
る
の
で
、
常
用
的
な
徴
用
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

参
親
交
代
の
休
泊
所
と
な
る
も
の
に
茶
屋
・
本
陣
が
あ
る
。
智
頭
街
道
・
因
幡
街
道
を
通
行
す
る
鳥
取
藩
の
、
藩
領
内
の
智
頭
街
道
の



休
憩
所
と
な
る
茶
屋
と
宿
泊
所
と
な
る
本
陣
を
半
日
ご
と
の
間
隔
で
交
互
に
お
き
、
茶
屋
に
は
茶
屋
守
、
本
陣
に
は
御
徒
目
付
を
派
遣
し

て
い
た
。
藩
領
外
の
因
幡
街
道
に
は
専
用
の
本
陣
を
お
き
扶
持
米
な
ど
を
給
し
て
い
た
。

出
雲
街
道
を
通
行
す
る
松
江
藩
は
鳥
取
藩
領
内
の
街
道
に
専
用
茶
屋
を
お
い
た
。
専
用
茶
屋
の
な
か
で
溝
口
宿
の
茶
屋
は
「
七
里
飛

脚
」
を
兼
ね
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
松
江
か
ら
の
距
離
か
ら
推
定
す
る
と
松
江
|
安
来
|
溝
口
|
板
井
原
l
美
作
新
庄
|
久
世
l
勝

間
固
と
継
い
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

鳥
取
藩
領
の
宿
駅
の
地
子
免
許
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
家
老
の
「
自
分
手
政
治
」
の
お
こ
な
わ
れ
た
陣
屋
町
は
無
年
貢
地
の

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
白
〉
が
、
宿
駅
は
こ
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
宿
場
の
全
戸
に
宿
の
課
役
が
割
り
当
て
ら

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
の
課
役
の
基
準
は
、
藩
領
内
の
町
鳥
取
・
米
子
・
倉
吉
に
課
せ
ら
れ
た
軒
間
銀
の
よ
う
に

(
巴
、
間
口
の
広
さ
を
対
象
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

か

ぎ

か

ね

ん

て

宿
場
町
の
街
路
の
入
口
付
近
に
は
、
道
を
直
角
に
曲
げ
て
宿
場
を
見
通
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
「
曲
の
手
」
(
「
曲
尺
手
」
)

と
よ

ば
れ
る
、

桝
形
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
と
い
う
ハ

go
こ
れ
は
暴
徒
や
盗
賊
か
ら
町
を
ま
も
る
目
的
を
も
っ
て
設
計
さ
れ
た
も

近世鳥取藩の宿駅

の
で
あ
る
ハ

go

街
路
に
明
確
な

T
字
路
・

L
字
路
の
桝
形
状
の
街
道
を
も
つ
も
の

智
頭
街
道
・
因
幡
街
道
・
出
雲
街
道
の
宿
場
町
で
、

は
智
頭
街
道
の
用
瀬
宿
と
因
幡
街
道
の
平
福
宿
、
土
塁
を
も
つ
も
の
が
因
幡
街
道
の
小
原
宿
と
平
福
宿
で
あ
る
。
用
瀬
宿
・
平
福
宿
と

も
、
近
世
以
前
ま
た
は
近
世
初
頭
の
城
下
町
で
あ
り
、
こ
の
と
き
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
小
原
宿
・
平
福
宿
の
土
塁
は
宿
場
の

範
囲
を
示
す
も
の
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

智
頭
街
道
・
因
幡
街
道
・
出
雲
街
道
の
宿
場
町
は
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
に
新
宿
と
な
っ
た
天
万
宿
を
除
き
、
飲
料
水
や
雑
用
水

171 

に
す
る
用
水
路
が
街
路
に
引
水
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
智
頭
宿
と
用
瀬
宿
は
街
路
の
中
央
に
引
水
し
、
通
行
す
る
伝
馬
の
飲
用
水
に
供
し
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て
い
る
。
こ
れ
ら
の
街
路
中
央
の
水
路
も
宿
場
の
範
囲
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
が
も
た
れ
る
。

注

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)
(ロ)
(
臼
)

(
U
)
 

(
日
)

(
問
)

(
げ
)

(
国
)

『
鳥
取
藩
史
5
』
昭
和
四
五
年
、
烏
取
県
、
七
四
五
頁

前
掲
注

ω七
四
五
頁

用
瀬
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
用
瀬
町
誌
』
昭
和
四
八
年
、
用
瀬
町
、
二
二

O
頁

前
掲
注

ω七
四
八
頁

前
掲
注

ω七
五

O
頁

前
掲
注

ω七
五

O
頁

『
鳥
取
藩
史
6
』
昭
和
四
六
年
、
鳥
取
県
、
四
二
回
頁

前
掲
注
肘
四
二
四
頁

宝
暦
十
三
年
六
月
「
町
方
御
法
度
」
『
鳥
取
藩
史
6
』
所
収
、
四
二
五
頁

前
掲
注
仰
四
三
二
頁

「
御
国
御
日
付
日
記
」
安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
四
月
十
七
日
の
条
『
鳥
取
藩
史
6
』
所
収
、
四
三
四
頁

「
御
国
御
目
付
日
記
」
安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
四
月
十
七
日
の
条
『
鳥
取
藩
史
6
』
所
収
、
四
コ
一
四
頁

前
掲
注
何
回
三
六
頁

寛
永
九
年
(
一
六
コ
一
二
)
十
一
月
八
日
、
「
在
方
御
法
度
」
『
鳥
取
藩
史
6
』
所
収
、
四
三
六
頁

前
掲
注

ω七
五
一
頁

前
掲
注
判
七
五
三
頁

芳
賀
登
『
宿
場
町
』
昭
和
五
二
年
、
柳
原
書
応
、
一
三
五
頁

「
在
方
諸
事
拘
」
宝
暦
六
年
(
一
七
五
六
)
四
月
二
十
九
日
の
条
『
鳥
取
県
史
9
』
所
収
、
六
九
六
頁
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(
m
m
)

大
島
延
次
郎
『
日
本
交
通
史
概
論
』
昭
和
四
四
年
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
四
頁

(
初
)
「
在
方
御
法
度
」
、
延
享
四
年
(
一
七
四
七
)
一
一
月
と
宝
暦
二
年
(
一
七
五
一
一
)
六
月
の
条
『
藩
法
集
2
』
(
鳥
取
藩
)
創
文
社
、
七
五
二
良

(
幻
)
「
日
野
郡
宿
駅
公
用
人
馬
定
に
つ
き
申
波
状
控
」
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
、
『
鳥
取
県
史
8
』
所
収
、
四

O
四
1
四
O
五
頁

(
詑
)
「
在
方
諸
事
担
」
、
宝
暦
六
年
(
一
七
五
六
)
三
月
、
『
鳥
取
県
史
9
』
、
六
四
五

l
六
四
六
頁
参
照

(
お
)
用
瀬
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
用
瀬
町
誌
』
昭
和
四
八
年
、
用
瀬
町
、
二
二
二

t
二
二
四
頁

(
弘
)
「
町
方
御
法
度
」
寛
文
四
一
年
(
一
六
六
四
)
八
月
朔
日
の
条
『
藩
法
集
2
』
(
鳥
取
藩
)
、
創
文
社
、
二
一
三
一
一
良
所
収

(
お
)
「
町
方
御
定
」
寛
文
六
年
(
一
六
六
六
)
七
月
十
九
日
の
条
『
鳥
取
藩
史
5
』
所
収
、
七
六
二
頁

(
m
m
)

鳥
取
藩
に
お
け
る
米
価
の
変
動
を
知
る
史
料
は
な
い
。
本
稿
で
の
米
価
の
変
動
は
岸
井
良
衛
『
街
道
散
策
』
昭
和
五
十
一
年
、
毎
日
新
聞
社
、

一
O
O
I
一
O
五
頁
に
よ
っ
た
。

「
在
方
御
定
」
正
徳
三
年
(
一
七
一
三
)
三
月
六
日
条
『
鳥
取
藩
史
5
』
所
収
、
七
六
二
頁

前
掲
注

ω七
六
四
頁

「
因
府
録
」
『
鳥
取
県
史
6
』
所
収
、
二
五
六
頁

後
藤
丹
治
・
阿
見
正
雄
校
注
『
太
平
記
3
』
昭
和
四
九
年
、
岩
波
書
広
、
コ
二
五
頁

前
掲
注
同
二
二
頁

安
倍
恭
庵
『
因
幡
志
』
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
、
「
因
伯
叢
書
」
名
著
出
版
、
昭
和
四
七
年
復
刻
、
二
九
六

t
二
九
八
頁

「
在
方
諸
事
担
」
安
永
八
年
(
一
七
七
九
)
六
月
六
日
の
条
『
鳥
取
県
史
9
』
所
収
、
九
八
九

l
九
九

O
頁

前
掲
注
例
三
一
八

l
三
一
九
頁

大
島
延
次
郎
『
本
陣
の
研
究
』
昭
和
四
五
年
、
古
川
弘
文
館
、
七
回

l
七
五
頁

鳥
取
県
『
鳥
取
県
郷
土
史
』
昭
和
七
年
(
一
九
三
三
)
、
一

O
一
回

t
一
O
一
六
頁

前
掲
注
側
六
八
J
六
九
頁

日
野
郡
自
治
協
会
『
日
野
郡
史
』
大
正
十
五
年
(
一
九
二
六
三
昭
和
四
七
年
、
名
著
出
版
復
刻
、

溝
口
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
溝
口
町
誌
』
昭
和
四
八
年
(
一
九
七
一
一
一
)
溝
口
町
役
場
、
一

O
八
頁

(
幻
)

(
却
)

(
却
)

(
初
)

(
出
)

(
辺
)

(
お
)

(
鈍
)

(
お
)

(
訪
)

(
幻
)

(
犯
)

(
却
)

一
六
一
二
三

i
一
六
三
四
頁
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(
幼
)

(
制
)

(
招
)

(
M
M
)
 

(
H
H
)
 

(
必
)

(

川

崎

)

(
幻
)

(
品
)

(

川

崎

)

(
印
)

(
日
)

(
臼
)

(
臼
)

文
政
元
年
(
一
八
一
八
)
五
月
、
「
雲
州
様
御
用
留
」
『
久
世
町
史
』
昭
和
五
十
年
、
岡
山
県
久
世
町
教
育
委
員
会
、
八
六
九
頁
所
収

景
山
粛
『
伯
番
志
』
安
政
未
年
、
「
因
伯
叢
書
」
昭
和
四
七
年
復
刻
、
名
著
出
版
、
五
五

O
頁

「
在
方
諸
事
担
」
宝
暦
六
年
(
一
七
五
六
)
四
月
三
日
の
条
『
鳥
取
県
史
9
』
所
収
、
六
四
六
頁

前
掲
注
側
一
六
六
二
頁

日
野
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
日
野
町
誌
』
昭
和
四
五
年
、
日
野
町
、
六
六
六
頁

前
掲
注
側
七
五
頁

文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
七
月
九
日
「
天
万
新
駅
設
置
に
つ
き
申
渡
状
控
」
『
鳥
取
県
史
8
』
所
収
、
四

O
六
J
四
O
七
頁

佐
藤
長
通
「
因
伯
地
理
志
」
享
保
五
年
〈
一
七
二

O
)

前
掲
注

ω七
五
七
頁

前
掲
注

ω七
五
一
頁

中
林
保
「
近
世
鳥
取
藩
の
陣
屋
町
」
『
人
文
地
理
』
(
一
一
六
|
四
)
昭
和
四
九
年
、
八
六

t
一
O
二
頁
参
照

中
林
保
「
近
世
鳥
取
藩
の
城
下
町
」
『
歴
史
地
理
学
会
紀
要
』
印
「
都
市
の
歴
史
地
理
」
昭
和
五
二
年
、
九
七

t
九
九
頁

前
掲
注
帥
二
二
頁

前
掲
注
側
二
一
二
一
良




